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日市

撲

表

定

運

賃

諭

第
二
十
三
巻

(
俸
六
腕

三
人
)

10 

ノ一、

表

定

運

賃

論

島

日
Eヨ

太

Ns 

目

攻

査
定
誕
貨
の
意
義
、

ニ
表
定
運
賃
の
成
立
、

-Z

表
定
誕
貨
の
殺
呆
、

国

表
定
誕
賃
の
原
則

表
定
運
賃
の
一
意
義

表
定
運
賃
ご
い
ふ
は
、
需
要
者
た
る
相
手
方
の
如
何
を
問
は
守
、

一
般
的
に
之
に
よ
ち
て
運
廷
の
引
受
り
を
な

す
意
思
を
以
て
、
運
送
労
務
の
械
類
正
運
送
客
髄
(
被
建
物
)
の
稲
鋲
Z
に
従
ひ
、
分
類
的
に
表
式
方
訟
を
以
て
表

示
せ
ら
れ
た
る
運
賃
で
あ
る
o

蓮
訟
労
務
の
提
供
に
蛍
b
、
個
々
の
場
合
に
於
て
、
運
建
業
者
ご
顧
客
た
る
需
要

者
百
の
協
議
又
は
馳
引
に
よ

h
τ
定
む
る
運
賃
は
、
自
由
運
賃
ピ
い
は
る
、
も
の
で
、
困
よ
h
表
定
運
賃
で
は
な

L、。
運
迭
券
務
の
償
額
が
分
類
的
に
表
式
方
法
を
以
て
表
示
せ
ら
れ
て
居
っ
て
も
、
そ
れ
に
り
で
は
未
に
之
を
表
定

運
賃
ご
言
ふ
こ
芭
は
出
来
な
い
。
尤
も
、
餓
道
に
於
て
は
、
そ
の
蓮
貨
は
総
て
表
式
方
法
を
以

τ表
示
せ
ら
れ
、

建
設
取
引
は
必
一
千
之
に
よ
り
て
行
は
る
、
ニ
ご
に
な
っ
て
活
る
か
ら
、
表
式
方
法
の
表
示
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
同
時



か
の
定
期
舶
の
運
賃
は
、
原
則

tLτ
、
表
定
運
賃
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
併
し
定
期
航
曾
枇
正
レ
つ

τも、
記E

に
、
之
に
よ
り
て
一
般
的
仁
蓮
法
的
引
受
け
を
な
す
ピ

ν
ふ
意
思
の
表
示
で
も
ゐ
る
。
故
に
、
鎖
措
唱
の
み
に
つ
い

て
言
ム
場
合
に
は
、

表
定
運
賃
ご
は
表
式
方
法
仁
よ
b
て
表
示
せ
ら
れ
た
る
運
賃
で
あ
る
ご
い
っ
て
も
差
支
へ
は

な
V
U

併
し
乍
ら
、
存
運
に
於
℃
は
、

必
ず

L
色

之
に
よ
h
J
τ

運
法
的
引
受
り
を
な
す
己

ν
ふ
意
思
を
表
示
す

る
の
で
は
な
〈
し
て
、
而
も
表
式
方
法
を
以
て
表
示
せ
ら
晶
、
運
賃
腐
額
が
あ
る
。
放
に
、

一
般
的
に
求
定
運
賃

t
ν
ふ
場
合
仁
は
、

問中に、

表
式
方
法
を
以

τ表
示
せ
ら
れ
た
る
蓮
貨
で
あ
る
、

古
い
ム
ピ
け
で
は
、

木
だ
説
明

が
完
全
で
は
な
い
。

吉
正

Lτ
は
、
不
定
期
船
又
は
臨
時
舶
を
経
倍
す
る
ニ
正
が
あ
っ

τ、
そ
の
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
船
山
輪
法
貨

物
に
つ
き
、

そ
の
稀
頻
Z
目
的
地
ご
に
従
ひ
、

そ
の
正
き
ど
き
の
運
賃
相
場
を
分
類
的
仁
表
式
方
法
に
於
て
、
断

客
た
る
荷
主
に
謝
し
通
知
す
る
の
慣
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
於
℃
は
、

そ
の
運
賃
相
場
は
、
外
形
的
に
は
、
表

定
迩
賃
吉
岡
じ
〈
、

一
定
の
表
式
方
法
仁
於
て
表
示
せ
ら
れ
て
居
る
け
れ
V
」
も
、
併
し
ぞ
の
表
示
せ
ら
れ
居
る
倒

額
は
、
田
早
に
、

そ
の
時
に
於
け
る
運
賃
内
標
準
相
場
た
る
に
止
ま
る
も
の
一
で
あ
っ
て
、
荷
主
が
愈
i
混
詮
委
託
の

申
込
を
な
し
た
る
場
合
に
は
、
定
期
船
曾
枇
は
必
す
し
も
そ
の
相
場
表
過
ち
の
償
額
に
て
運
賃
を
定

U
る
も
の
ご

は
限
ら
す
・
寧
ろ
、
そ
の
一
々
の
場
合
仁
於

τ、
隻
方
の
交
渉
に
よ
h
て
運
賃
を
決
定
す
る
が
普
通
で
あ
る
。

き

れ
ば
、

か
、
る
場
合
の
運
賃
は
、
や
は
り
自
由
運
賃
た
る
も
の
で
‘
表
定
運
賃
一
で
は
な
い
。
表
定
運
賃
た
る
か
ら

諦

議

表
定
叩
曲
賞
論

第
二
十
三
谷

(
第
六
凱

1L 

'lL 

一九



前

能

表

定

匙

貨

前

第
ニ
寸
三
谷

(
第
六
枕

四
O
)

ブL

O 

に
は
、
之
を
表
示
す
る
表
式
の
崎
製
頁
せ
ら
れ

F
る
限
h
、

一
般
の
刺
客
に
針
L
、
そ
の
表
式
補
地
h
の
価
問
額
仁
於
て

取
引
せ
ら
る
ぺ
き
で
ゐ
品
。
表
定
一
辿
貨
を
表
示
す
る
所
の
賃
卒
中
衣
(
叶
包
日
)
正
、
蓮
貨
の
標
準
相
場
を
表
示
す
る

所
の
運
賃
相
場
表
(
司
足
m
F
H
A
g
o
g
t
o
E
)
芭
は
、
外
形
上
は
甚
に
類
似
し
て
居
る
け
れ
い
と
も
、
ぞ
れ
が
表
示
す
る

所
的
運
賃
的
貿
質
に
は
右
の
如
き
相
建
が
存
す
る
の
で
あ
る
c

泰
西
肌
干
者
の
叩
地
質
論
に
於

τは
、
表
定
運
賃
ピ
レ
ム
色
の
を
庇
伎
に
取
扱
は
今
し

τ、
品
同
率
表
(
叶
包
『
)
叉
は
賃

率
表
制
度
(
叶
包
雪
2
3
)
な
る
も
の
を
以
て
直
接
の
研
究
客
慨
Z
な
し
、

そ
の
成
立
、
殺
川
端
、
原
則
等
を
逃
ぺ
、

表
定
叩
曲
賞
に
つ
い

yτ
は
、
田
平
に
、

ご
V

ふ、

こ
の
貸
率
表
に
表
一
不
山
じ
ら
れ
た
る
倒
額
を
表
定
率
・

3
E
q
H
a
g
-
Uロ
間
勘
定
。
)

芭
説
明
す
る
こ
ご
の
み
に
よ
h
τ
、
僅
に
之
に
接
胸
す
る
に
止
ま
る
o

岡
よ
h
、
表
定
迩
貨
は
表
式
に

表
示
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
表
を
論
-T
る
ピ
運
賃
を
論
争
る
ど
は
、
結
局
同
一
の
結
川
市
に
迭
す
る
の

で
あ
る
り
れ
ど
も
‘
事
柄
自
般
の
本
質
よ
b
言
へ
ば
、
表
出
品
叩
辿
貨
を
論
一
ず
る
は
庇
接
的
で
あ
h
J
、
J4
を
表
示
す
る

所
の
表
を
諭
す
る
は
間
接
的
で
あ
る
。

コ
ー
ン
は
・
表
定
蓮
貨
の
一
性
質
を
表
は
す
が
た
め
、
貸
率
・
表
を
説
明
す
る
に
賞
旬
、
「
代
慌
の
n
公
定
的

の
配
列
」
(
か
伊
豆
一
n
r
o
O
E
z
d
L
q
早
島
町
)
己
い
ふ
切
』
子
官
邸
中
げ
て
居
る

o
勿
論
、
織
滋
に
於
て
は
、
毛
の
岡

ま
た
、

替
及
び
目
白
替
の
も
の
・
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
な
借
り
も
の
で
ゐ
っ
て
も
、
各
闘
は
、
今
日
、

そ
の
運
賃
が
岡
民
経

演
の
全
般
に
関
係
す
る
所
大
な
る
も
の
あ
る
の
放
を
以

τ、
請
は
ゆ
る
賃
卒
主
権
(
叶

E
P。
宮
山
門
)
な
る
も
の
を
、
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岡
山
水
権
力

ω
一
部
ご
な
し
、
表
定
運
賃
の
決
定
に
つ
き
、

こ
ご
に
な
っ

τ居
る
。
伎
に
鎖
措
迫
に
於
て
は
、

認
可
叉
は
腿
山
の
方
法
を
以
て
、

必
中
之
に
奉
加
す
る

2
1
y
の
詞
は
ゆ
る
↓
公
定
的
の
配
列
古
い
ふ
こ

E
が、

そ
の
一
つ

の
性
質
を
な
し
て
居
る
ピ
認
め
ら
れ
る
。

然
る
に
、

海
運
に
於
て
は
、

表
定
運
賃
な
る
も
の
は
、

F此
f均

今
日
、

に
一
言
へ
ば
、

定
期
船
曾
一
肌
が
私
的
に
組
制
す
る
海
運
同
盟

ω下
に
あ
る
定
期
船
的
運
送
に
の
み
存
在
す
る
所
で
あ

こ
の
凶
際
的
性
質
を
心
付
す
る
府
運
同
胞
の
協
議
に
よ

h
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

困
の
賃
卒
主
雄
も
完
全
に
は
去
の
支
配
力
の
及
び
能

u
gる
所
で
め
る
o

従
っ
て
、

旬
、
そ
し
て
そ
れ
は
、

一
般
的
に
言
へ
ば

ぞ
れ
は

如
何
な
る
圏
中
部
の
公
的
奉
加
叉
は
会
的
干
奥
山
下
に
も
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
故
に
、
「
代
舗
の
司
公
定

的
配
列
』
ご
い
ふ
・
』
己
は
、
餓
遁
に
於
け
る
表
定
漣
貨
の
場
合
に
は
、
そ
の
風
性
の
一
を
な
す
も
の
で
あ
る
け
れ

海
運
の
場
合
仁
は
一
般
的
に
は
然
る
こ
正
を
訟
む
る
こ
ご
が
出
来
守
、

な
っ
て
居
る
補
助
航
路
仁
の
み
多
少
そ
の
性
質
が
認
め
得
る
に
過
ぎ
な
い
o

た
い
Y

貸
率
的
国
家
敗
杭
刊
が
僚
件
正

ど
も
、或

は
ま
た
、
「
公
表
せ
ら
れ
る
』
正
い
ふ
こ
E
を
以
て
、
表
定
運
賃
の
一
↓
脳
性
ご
認
む
る
学
者
も
あ
る
。
即
も
、

グ
U

F

Y

ツ
Z

ル

の
如
話
、

そ
の
餓
道
賃
卒
求
の
定
義
の
う
も
に

ao
民
間
r
p己一
n『

H
n
ロ
ロ
巴
町
山
内
自
仰
の

Z
O

(の
2
2
R
H
)

N
E
E
日
日
自
民
巾
ロ
ロ
ロ
問
〕
自
己
の
命
『
D
F
円巾
p
j
i
-
-
・
(
報
酬
の
会
に
告
知
せ
ら
れ
た
る
綜
合
円
分
数
〕
表
示
)
己
レ
よ
号
開
業

そ
の
一
例
で
あ
る
ω

こ
、
に
「
訟
に
告
知
せ
ら
れ
た
る
』
ご
い
ふ
は
、
印
刷
物
ご
し
て

を
用
ゐ
て
居
る
が
如
き
は
、

一
般
の
世
間
に
俊
表
し
‘
若
し
(
は
百
位
衆
の
同
に
鯛
れ
易
量
場
所
に
禍
示
す
る
が
如
き
こ
Z
を
い
ふ
の
で
あ
る
o

四

) 

(
第
大
統

丸

議

表

定

運

賃

歯

第
二
十
三
巷

歯

例へば、我岡山地方制i且法第二ナー限、同法岨i行肱川第ニ十同時四車帯三 t-
11降、帆道法ヰ十ー降、同法地1t胤t!IJ$十九陪乃豆第二「三倍、
1m肴11毎迎同盟諭 :tf)八手君。栴円l陥且節六回参lti1
例へば、我が話i許航路別山11、第五峠
G'nJ~;:-eì ， 'Sÿstêl~~ 'i:fer Vcrk出目politik. ミ

1) 



論

叢

第
一
一
十
三
巻

九

(
第
六
鵠

表

定

運

賃

論

四

) 

か
、
る
方
法
を
以
て
一
公
表
せ
ら
れ
て
居
る
の
は
殆
『
例
外
な
き
慣
行
で

銭
道
の
表
定
運
賃
の
場
合
に
あ

h
て
は
、

あ
る
o
併
し
乍
ら
、
海
惑
に
於
り
る
表
定
運
賃
は
、
獅
逸
に
於
て
は
か
、
る
意
味
に
於
り
る
円
借
表
が
行
は
れ
て
居

る
け
札
ど
も
、
共
他
の
諸
問
に
於
て
は
、

必
中
し
も
か
、
る
方
法
に
於
て
公
表
せ
ら
れ
て
居
な
い
o
勿
論
・
そ
は

秘
密
に
せ
ら
れ

τ居
る
も
の
で
は
な
い
が
、
併
し
英
吉
利
の
定
期
船
曾
枇
の
多
〈
の
も
の
、
如
き
は
、
荷
主
た
る

顧
客
の
問
ひ
合
せ
に
謝

Lτ
一
々
答
掃
す
る
の
方
法
を
ご

h
、
積
極
的
に
曾
祉
よ
り
一
般
的
自
公
表
を
な
さ
H
V

る
の

慣
得
で
ゐ
る
。
故
に
こ
の
意
味
じ
於

τ、
海
涯
の
表
定
蓮
貨
は
必
守
L
A
H
公
表
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

一
見
に
、
表
定
運
賃
に
つ
い
て
、
最
も
一
般
的
に
考
へ
ら
れ

τ居
る
胡
柄
は
、

そ
が
運
設
業
岩
の
一
方
的
意
思
に

よ
り
て
決
定
せ
ら
れ

t
居
る
も
の
ピ
ピ
い
ふ
ニ
正
で
あ
る
o

戒
は

こ
の
一
方
的
意
思
の
決
定
己
い
ふ
こ
さ
を
克

じ
強
調
し
て
、

そ
の
決
定
が
権
威
的
の
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
・
』
ぜ
を
附
加
す
る
も
の
も
あ
る
。

ギ
l
ぜ
の
如
き

は
、
或
は
車
に
日
ロ
耳
目
民
m
H
p
u
r州

gaN昨
日
〈
耳
目
立
ピ
ロ
町
正
い
ひ
、
又
は
仏
ロ
a
E向。

E
Z
H山

E
E再
思
伯
仲

E
Nロロ問
Z

い
ふ
言
葉
を
以
て
海
運
的
表
定
運
賃
を
説
明
し

τ尉
品
。
併
L
之
は
事
ゐ
鍬
道
に
於
け
る
蓮
貨
じ
官

τは
ま
る
所

で
め
っ
て
、
梅
運
仁
於
て
は
必
予

L
も
首
て
は
ま
ら
な
い
。
勿
論
、
お
迩
に
於
て
も
、
定
期
船
台
耐
崎
一
寸
が
組
織
す

る
コ
ン
フ
ァ
レ

V

ス

(
海
運
同
盟
)
が
、
仰
々
の
、
漣
絡
な
〈
統
一
な
き
荷
主
を
相
子
ご
し
て
僻
業
せ
る
場
合
に

は
、
そ

ω
表
定
運
賃
は

コ
ン
ア
ア
レ
ン
ス
側

ω
一
方
的
#
断
的
寂
忠
に
よ
b
て
決
定

ギ
ー
ゼ
の
雪
一
ロ
ム
が
如
〈
、

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
か
、
ゐ
専
横
仁
謝
抗
す
る
が
た
め
仁
‘
荷
主
側
に
於

我r措置替君主怯第三協は運賃の停車場に於け z会告を命ビて居 ~o
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1) 

2) 



て
も
、

ま
た
困
結
を
作
b
、
調
は
ゆ
る
荷
主
組
合
正
し
て
蓮
絡
統

あ
る
行
動
を
ご
る
様
仁
な
っ
て
は
、

ヨ

Y

フ

ア
レ
Y

R

も
荷
主
側
の
意
向
を
無
現
す
る
こ
芭
が
山
来
十
、

常
該
航
路
に
於
け
る
替
業
依
件
に
つ
き
、

使
方
の
協

各議
般を
去経
t τ 
車1[[ 11 
合ム
1Uリこ
荷 正
主、
正す
ι》る

契 も こ
が~2) の、
lこもに
於少於
1 く て
もは=
、なン

し 、フ
01) J" 

ν
y
z
の
運
賃
の
決
定
畿
更
の
如
、
き

ι、
荷
主
組
合
ご
の
協

議
を
必
要
吉
す

ι
に
至
る
。

例
へ
ば
、
英
吉
利
南
阿
航
路
に
於
け
る
コ
ン
フ
ア

V

Y

1

側

ま
た
英
吉
利
減
洲
航
路
に
於
け
る
同
慌
の
契
約
に
於
て
も
、
運
賃

の
決
定
時
盟
真
に
ぺ
荷
主
組
合
の
同
意
経
て
行
ふ
吋
き
旨
を
規
定
し
て
居
る
o

そ
し

τ、
こ
れ
ら
の
運
賃
は
、
定

期
加
運
賃
ご
し

t
、
表
式
方
法
に
止
り

τ表
示
せ
ら
れ
、

一
般
的
に
何
人
じ
謝
し
て
も
之
に
よ
り
て
取
引
せ
ら
る

、
も
の
で
、
卸
も
表
定
運
誌
で
あ
る
o

き
れ
ば
、
今
日
に
於
て
は
、
海
運
に
於
げ
る
表
定
運
賃
は
、
必
中

L
も
一

般
的
に
は
、
海
運
業
者

ω
一
方
的
意
思
じ
よ
o
て
決
定
せ
ら
る
、
も
り
で
は
な
〈
、
叉
勿
論
構
成
的
J

決
定
せ
ら

る
、
も
の
で
も
な
く
、
正
吉
正
し

τは
荷
主
ピ
の
協
議
じ
よ

h
τ
決
定
せ
ら
る
、
も
の
も
あ
る
の
は
明
か
で
あ
る
。

表
定
運
賃
な
る
も
の
、
意
義
は
右
に
越
ぷ
る
が
如
〈
で
め
る
。
之
を
、
湿
気
の
も
う
一
つ
の
利
狐
を
な
す
所

の
、
議
ド
一
言
し
た
る
自
由
運
賃
な
る
も
の
ピ
比
較
す
る
に
、
悶
者
の
閑
仁
は
次
の
如
き
差
異
が
あ
る
o

、
ソ
白
由
連
貨
は
、
側
々
の
蓮
逸
労
務
に
つ
い

τ、
個
別
的
に
定
め
ら
る
、
運
賃
で
あ
る
。
従
っ
て
、
側
々
の

蓮
港
W
骨
髄
に
つ
い
て
も
、
個
々
の
運
送
委
託
者
に
つ
し
て
も
、

一
々
異
る
を
以
て
原
則
ご
す
る
c
然
る
に
、
表
定

凹
一
ユ
)

〈
都
大
掛

都
ニ
十
一
エ
各

j， 

論

議

表

定

部

究

論

間参下，A 
j
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r
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一
日
開
制
聞
の
運
迭
労
務
を
要
求
す
る
同
一
利
剣
の
運
送
官
官
側
に
劉
[
て
は
、
蓮
迭
で
委
託
品
引
の
如
何
を
問
は
宇
、

般

論

議

表

定

運

賃

諭

節
ニ
十
三
告

(
部
六
腕

四
山
)

ゴL

(!.l] 

運
賃
は
、
反
復
し
て
行
は
る
、
同
じ
形
態
の
湿
逸
批
常
務
に
濁
し
て
、

一
般
的
に
定
め
ら
れ
た
る
運
賃
で
あ
る
。
き

れ
ば
、

之
は
迩
治
労
務
の
机
狐
ピ
運
持
品
等
飽
り
柿
判
別
ご
に
従
っ
て
、

重
量
一
上
又
は
容
政
上
の
、

運
送
悦
仰
上
時
過

に
採
用
せ
ら
る
、
単
位
に
謝
す
る
則
明
朗
酬
を
以
て
表
示
せ
ら
れ
、
郎
も
前
は
ゆ
る
運
賃
率
を
以

τ表
示
せ
ら
れ
、
同

的
に
同
一
で
ゐ
る
を
原
則
ご
す
る
。
守
】
の
泡
味
に
於
1
求
定
辿
刊
は
は
均
等
性
を
も
っ
と
い
は
れ
る
。

斗
白
山
運
賃
は
、
迦
法
行
錦
の
行
は
る
、
そ
の
古
き
い
と
き
の
市
中
仙
の
下
に
一
度
さ
ら
に
定
め
ら
品
、
も
の
で

あ
る
が
ら
、
同
一
の
迩
法
労
務
に
劃
し
て
も
、
場
合
句
に
M
m
則
正
し

τ岡
山
る
べ
き
も
の
、
即
丸
一
々

ω場
合
に
於

て
迩
貨
に
高
叫
仙
の
品
出
動
あ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
表
定
迩
M
H
仏
、
蛍
訪
運
法
活
蹄
凶
蓮
逸
事
情
ご
常
核
運
港

響
楽

ω全
般
的
訓
仙
川
正
仁
影
響
を
M
A
ぽ
す
所
の
-
般
的
純
情
以
践
に
一
巡
臆
し
て
定
め
ら
る
、
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
一
般
的
縦
協
同
事
情
に
し
て
路
化
ぜ
古
る
限
り
、
原
則
ピ

[τ
縫
化
な
き
も

ωで
あ
る
の
従
つ

τ
求
定
運
賃

は
、
期
限
は
確
定
し
て
居
な
い
ー
が
、

己
も
か
〈
も
或
期
間
内
は
縫
勤
な
き
も

ω
で
あ
る
o

こ
の
意
味
に
於
て
表
定

運
賃
は
ま
た
安
定
性
を
も
っ

Z
レ
は
れ
る
。

日
自
由
運
賃
は
、
運
設
労
務
の
供
給
者
の
側
に
於
1
、
競
守
の
行
は
る
、
場
合
に
存
在
す
る
も
の
で
ゐ
る
り

れ
刊
と
も
、
表
定
一
迅
貨
は
、
運
迭
叫
労
務
の
供
給
者

ω側
に
於
て
競
等
の
な
き
場
合
、
若
し
く
は
彼
等
相
冗
の
間
の
競

等
が
排
除
せ
ら
れ
た
場
合
に
の
み
存
在

L
得
る
も
の
で
あ
る
o

蓮
件
器
削
骨
務
の
供
給
岩
の
側
に
於
て
競
併
が
あ
る
ご



き
は
各
供
給
者
は
そ

ω運
賃
政
策
に
つ
き
同
業
者
の
制
肘
を
兎
る
、
こ
ご
が
出
来
十
、
従
っ
て
、

一
般
的
に
適
用

せ
ら
れ
相
賞

ω期
間
縫
嘉
す
る
の
要
な
き
表
定
運
賃
な
る
も
の
を
制
定
す
る
こ

Z
が
出
来
な
い
。
運
途
勢
務
の
供

給
者
が
・
競
争
者
に
よ
っ
て
制
肘
せ
ら
る
、
こ
ご
な
き
獅
立
の
運
賃
政
策
を
採
用
し
得
る
に
至
っ
て
初
め
て
、
表

定
運
賃
は
存
在
し
得
る
の
で
あ
る
o

但
し
司
】
、
に
い
ふ
濁
立
の
運
賃
政
策
芭
い
ふ
は
、
昔
一
回
ふ
ま
で
も
な
〈
、
需
要

者
卸
も
例
へ
ば
荷
去
の
側
よ

h
何
等
の
影
響
を
袈
ら
ざ
る
運
賃
政
策
古
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
運
賃
は
一
つ
の
代

僧
正
し
て
、
需
要
者
百
供
給
者
ご
が
ゐ
A
リ

τ定
ま
る
も
の
で
あ
る
が
ら
、

如
何
な
る
地
位
に
あ
る
供
給
者
正
雄

も
、
之
を
定
む
る
に
嘗

h
一
首
嬰
者
側

ω事
情
に
よ

b
τ
影
響
せ
ら
れ
な
い
ぜ
い
ふ
こ
ご
は
あ

h
得
な
い
。
依
に
濁

立
デ
芽
比
政
策
正
い
ふ
・
=
」
は
、
競
守
同
業
者
に
よ
り
て
制
肘
せ
ら
れ
て
居
な
い
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
を
以
て
足

'りる
o
m澗
占
ご
い
ふ
一
}
己
の
本
質
も
、
な

ω見
ゐ
所
に
よ
れ
ば
、

か
、
る
意
味
に
於
り
る
獅
立
の
倒
格
政
策
を
芭

hJ
得
る
地
位
£

ν
ふ
こ
ご
に
あ
る
、
己
思
ふ
。
放
に
こ
の
黙
よ
り
言
へ
ば
、
自
由
迩
貨
は
単
純
な
る
前
川
宜
供
給
の
淑

則
じ
よ

b
て
定
ま
る
も
の
で
あ

h
、
表
定
運
賃
は
獅
rMω
原
則
に
よ

b
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
ご

ν
ふ
一
』
古
が
出

来
る
で
あ
ら
う
。

表
定
一
地
賃
の
成
立

き
て
、

か
〈
の
如
き
表
定
運
賃
は
、
如
何
な
る
保
件

ω下
に
成
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
o

百而

司世

表

定

辿

質

論

第
二
十
三
容

F4F
六
枕

四
五
)

九

五



に
の
み
、

4ω
閥
系
的
に
運
行
す
る
一
館
正
し
て
の
建
設
組
制
的
一
片
正
し

τ認
め
得
る

ω獄
態
に
あ
る
o

の

官官

哉

表

定

延

江

講

第
二
十
三
谷

(
協
大
統

四
六

九
二
六

先
づ
第
一
に
、
そ
の
保
件
た
る
も
の
は
、
運
送
が
一
定
り
計
護
の
下
に
反
復
的
に
且
つ
多
少
規
作
的
に
行
は
る

、
-
』
，
と
で
あ
る
。

例
々

ω
建
港
り
委
託
が
ゐ
っ
て
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
之
に
，
泊
臆
す
る
所
内
運
途
方
法
ご
運
迭
設
備

ご
を
以
て
、

之
が
引
受
り
を
な
す
紋
態
|
|
工
業
に
醤
へ
て
言
へ
ば
、
注
文
生
産
の
朕
組
|
|
に
於
て
は
、

自
由

運
賃
に
て
取
引
す
る
り
外
な
〈
、

表
定
運
賃
な
る
も
の
は
存
在

L
得
な
い
。
運
送
業
者
の
側
仁
於
て
、
祉
関
の
運

迭
に
封
ず
る
需
要
賊
践
を
品
開
測
し
、

之
に

一
般
的
に
迫
感
す
る
所
的
計
査
を
立

τ、
一
定
的
方
法
己
設
備
子
伊
』
以

て
、
|
|
工
業
に
醤
へ
工
言
へ
ば
、
市
川
州
生
産

ω方
法
に
よ
り
て
、
|
|
建
港
労
務
を
提
供
す
る
の
紋
腿
で
な
け

れ
ば
、
表
定
運
貨
は
存
花
し
得
な
い
。

H
h
、

白ロ
u
i

目

l

こ
の
場
合
に
於
℃
は
、
蓮
廷
は

一
つ
の
税
系
を
な

L
て
運
行
せ
る
組
織
的
行
動
ご
し
て
行
は
れ
、
桐

々
の
運
送
容
蹴
た
る
貨
物
若
し
〈
は
旅
客
仁
つ
い
て
い
ふ
所
の
側
々
の
運
迭
労
務
ご
い
ふ
も
の
は
、
た
uv
概
念
的

場
合
、
個
々
の
運
送
容
械
に
若
H
し

τ言
へ
ば
、

そ
れ
ら
会
聡
迭
す
る
所
的
同
じ
型
じ
は
ま
っ
た
蓮
詑
勢
務
が
、

多
数
同
時
に
、
ま
た
は
継
続
反
復
的
に
、
且
つ
規
律
的
に
行
は
る
、
ご
も
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
か
く
の

如
き
こ
己
は
、
軍
に
蹴
念
的
に
の
み
存
在
す
る
事
柄
で
ゐ
っ
て

具
鰭
的
り
事
賞
記
し
て
は
、
規
律
的
に
反
復
し

て
運
行
す
る
所
の
一
つ
の
運
送
組
織
の
慨
系
的
活
動
が
ゐ
る
だ
り
で
あ
る
。

hr
〈
叫
如
き
有
慌
に
て
行
は
る
、
こ
ご
が
、
表
定
運
賃
な
る
も
の
、
成
立
す
る
一
前
提
僚
件
で
あ

運
迭
が
、



製
作
の
俊
漣
己
、
之
を
具
備
す
る
に
要
す
る
資
本

ω蓄
積
ご
に
侠
つ
所
で
あ
-
h
、
無
形
的
保
件
ご
し

τは、
カ当、

る
。
蓮
迭
一
炉
、
食
物
若
し
く
は
旅
客
を
索
め
て
行
は
る
、
の
紋
抽
出
に
於

τは
、
自
由
運
賃
に
て
取
引
す
る
の
外
な

〈
、
之
に
反

L
・
貨
物
若
し
く
は
族
客
が
、
閥
系
的
に
運
行
(
つ
、
あ
る
遅
逸
組
械
の
な
か
に
入
り
込
ん
で
験
再
培

せ
ら
る
、
の
脱
政
ゐ
る
に
及
ん
で
、
表
定
運
賃
が
ド
仔
在
寸
る

ω
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
こ
の
説
明
方
法
を
以
て
言
へ

ば
.
求
定
迩
貨
な
る
も
の
は
、

か
、
る
規
律
的
に
反
復
し
て
運
行
す
る
所
り
一
つ
の
蓮
浴
組
械
に
於
げ
る
純
系
的

活
動
の
一

h

片

ω切
資
に
劃
す
る
代
償
で
あ
る
ご
も
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

表
定
運
賃
成
立
の
第
二
の
は
附
件
は
、
同
一
型

ω運
迭
労
務
を
需
要
す
る
所

ω貨
物
校
L
〈
は
族
客
が
、
同
一
通

踏
に
於
て
、
総
ド
秘
的
に
多
量
に
存
在
す
る
こ
ご
で

b
品
。
然
ら

Y
れ
ば
、
時
系
的
に
運
行
す
る
所

ω
運
送
組
織

が
、
司
令
一
〕
に
が
柑

f
る
こ
子
宮
得
な
い
。
尤
も
、

か
、
る
純
系
的
な
る
運
送
組
織
の
存
在
は
、
之
を
運
遊
説
業
の

方
而
仁
つ
い
て
言
へ
ば
、
有
形
的
保
件
ご
し

τ、
運
法
機
関
を
構
成
す
る
所
の
杭
裁
呉
、
週
時
、
動
力
の
技
術
的

る
運
送
組
紙
的
運
行
を
一
つ
の
企
業
、
と
し
て
行
ふ
所
の
企
業
的
精
紳
ピ
.
之
を
純
血
官
す
る
所

ω事
務
的
手
腕
己
の

合
致
に
負
ふ
所
で
め
る
o

併
し
乍
ら
、

か
、
る
漣
法
組
織
が
一
つ
の
艇
憐
的
企
業
・
己
し

τ存
庇
す
る
が
た
め
仁

は
、
蛍
該
企
業
が
迩
途
半
業
を
目
的
之
す
る
所
の
通
路
に
於
て
、
同
一
型
的
運
送
労
務
を
需
要
す
る
所
の
貨
物
省

し
〈
は
族
容
が
多
数
に
、
規
律
的
頻
繁
な
る
移
動
を
な
す
扶
践
に
あ
る
を
延
す
る
。
而
し
て
、

か
、
る
貨
物
若
し

〈
は
旅
客

ω多
数
な
る
移
動
は
、
枇
曾
の
秩
序
が
維
持
せ
ら
れ
、
天
然
資
源
が
潤
浮
に
開
俊
せ
ら
れ
、
各
国
の
闘

諭

議

表

一

正

運

賃

諦

第
二
十
三
巷

(
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大
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国
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運

賃
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回
入
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富
が
増
進
し
、

綴
済
生
活
が
進
歩
し
た
る
院
に
あ
ら
F
れ
ば
、
望
み
得
F
る
所
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
於
て
は
、

表
定
運
賃
な
る
も
の
は
、
枇
曾
文
化
の
進
歩
ご
経
済
の
品
目
途
正
に
よ
b
て
始
め
て
存
在
し
得
る
も
の
一
吉

νふ
ご

芭

が
出
来
る
。

第
三
の
保
件
は
、
蛍
該
蓮
迭

ω鐸
業
が
濁
占
朕
践
に
あ
る
こ
苫
で
あ
る
。
却
も
、
運
設
業
者
が
、
軍
獅
に

τ、

若
し
く
は
仙
の
同
業
者
ご
り
聯
合
に
よ
り

τ、
獅
立
の
運
賃
政
策
を
採
用
し
得
る
の
地
位
に
あ
る
こ
主
で
あ
る
o

若
し
運
送
業
者
の
蓮
貨
政
策
が
、
他
の
同
業
者
の
そ
れ
に
よ
h
て
常
に
制
肘
せ
ら
る
、
の
炊
態
に
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
政
策
に
鴻
立
性
な
〈
、
従
っ
て
安
定
性
も
な
い
。
そ
の
定
な
る
所
の
蓮
貨
が
、
他
の
同
業
者
一
か
定
む
る
所
の

運
賃
の
如
何
に
よ
h
、
幾
勤
常
な
〈
、
議
め
定
む
る
所
を
一
定
の
期
間
維
持
L
、
そ
れ
仁
従
っ
て
替
業
す
る
が
如

き
は
、
到
底
、
見
込
み
な
き
所
で
あ
る
。
放
に
表
定
運
賃
が
成
立
す
る
の
前
提
ご
し
て
は
、
運
遺
業
者
が
凋
占
的

地
位
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
前
。
而
L
て、

そ
の
畑
棚
上
口
は
、
餓
道
の
場
合
に
あ
b
て
は
響
楽
の
全
般
に
つ
い

τ存
在
し

得
る
の
で
あ
る
が
、
海
運

ω場
合
に
あ
h
て
は
、
定
期
跡
事
業
に
於
て
、
而
も
貨
物
仁
つ
い
て
は
定
期
船
向
な
る

も
の
に
於

τの
み
存
在
し
得
る
の
で
あ

b
、
且
つ
、
之
が
成
立
す
る
の
形
態
は
、
銭
道
に
あ
h
て
は
、
防
存
企
業

が
常
該
交
通
路
に
於
り
る
需
要
を
満
足
に
充
L
居
る
限
b
は
、
自
然
的
に
成
立
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
然
ら
ざ
る
場

合
に
於

τは、
カ
ー
ル

7
u
w
ま
た
は
ト
ラ
兄
ト
の
形
態
に
よ
る
の
で
ゐ
h
、
海
運
の
場
合
に
於
て
は
、

カ
ー
ル
ア

ル

ω
形
態
の
み
そ
の
作
用
が
あ
っ

τ、
ト
ラ
ス
ト
は
澗
占
獲
得
の
作
用
が
な
い
c

こ
の
黙
に
勺
い
て
は
、
私
が
腕



に
詳
論
し
た
る
所
で
あ
る
。

同
一
の
通
路
仁
於

τ、
同
一
型
の
運
送
勢
務
に
調
官
る
需
要
が
、
多
数
に
存
在
す
る
己
い

ι
こ
正
は
、
前
に
越

ぺ
た
る
が
如

f
、
表
定
運
賃
な
る
も
の
、
成
立
し
得
る
所
の
基
礎
た
る
の
事
費
で
む
る
。
併
し
乍
ら
‘

申
』
の
事
質

は
又
同
時
に
、

こ
れ
ゐ
れ
ば
必
中
連
時
昆
帥
常
務
の
取
引
が
表
定
運
賃
=
な
ら
F
る
を
得
F
る
所
の
一
つ
の
僚
件
で
も

あ
る
。
同
一
型
の
運
詮
拙
常
務
に
劃
す
る
需
要
が
、
多
数
煩
繁
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
一
々
の
相
手
方
に
劃

し
て
各
場
合
に
於
て
一
々
運
賃
の
取
引
を
な
す
は
、
運
暗
躍
業
者
の
到
底
そ
の
一
煩
に
耐
え
得
F
S
所
で
あ
る
の
み
な

ら
争
、
叉
そ
の
多
敷

ω運
賃
交
渉
内
た
め
に
無
用
の
経
費
の
増
加
ご
も
な
る
。
放
に
か
、
る
場
合
に
於

τは
、
運

賃
は
劃
一
的
ご
な
ら
さ
る
を
得
す
し
て
、

こ
の
閥
係
よ
h
し
て
も
、
表
定
運
賃
の
成
立
が
促
進
せ
ら
れ
る
。
こ
の

動
は
繊
道
に
於
て
、
最
も
著
し
〈
認
め
得
る
所
で
あ
る
o

殊
に
餓
道
に
あ
b
て
は
、
各
国
概
ね
、
法
規
を
以
て
運

賃
上
の
均
等
な
る
取
扱
伝
命
じ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
夏
に
こ
の
鮎
よ
h
す
る
も
表
定
運
賃
の
成
立
が
自
然
的

に
促
進
せ
ら
れ
る
。

海
運
に
於
て
は
、

一
般
的
に
は
闘
よ
b
か
〈
の
如
昔
、
運
賃
上
の
均
等
な
る
取
扱
ひ
を
命
宇
る
法
規
は
、

い
ヮ

れ
の
図
に
於
て
も
存
在
し
な
い
。

た
い
、
政
府
が
航
路
補
助
金
の
下
付
を
な
す
場
合
に
、
そ
の
一
俊
件
正
し
て
こ

の
運
賃
上
の
均
等
な
る
取
扱
ひ
を
、
補
助
契
約
の
一
俊
項
正
な
す
こ

t
u佐
々
行
は
る
、
所
で
ゐ
品
目
故
仁
か
〈

諭

議

表

定

運

賃

歯

(
第
式
韓

第
二
十
三
佐

四
九
)
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進
一
ん
辿
質
論

第
二
十
エ
巷

(
第
六
批

五
O
}

丸一一↓

0

ゆ
如
き
補
助
契
約
が
存
在
せ

5
る
場
合
に
は
、
一
件
認
に
於
け
る
表
定
誕
貨
の
成
立
促
進
ご
し
て
は
、

多
数
頻
紫
な

る
同
一
則
市

ω迩
法
労
務

ωmm裂
が
存
在
す
る
こ
己
が
最
も
有
力
な
る
事
制
で
あ
る
o

併
し
乍
ら
・

か
〈
の
如
、
き

時
、
海
運
仁
於
て
は
純
め
℃
近
代
に
於
り
る
胡
象
に
M

加
す
る
。

中
枇
に
於

τは
言
ム
ま
で
も
な
〈
、

近
惟
に
於

J

し
も
第
十
九
佐
紀

ω級
生
・
に
至
る
ま
で
は
、

向
上
貿
易
な
る
も

ハJ
J

み
1
4

刷、
fJt 
甚
に
宵
険
的
性
質
を
布
し
た
る
も
の
で
、

こ
の
業
に
従
事
す
る
も
の
は
大
資
本
を
山
付
す
る
少
数
の
商
人
に

限
ら
れ
て
居
っ
た
o

司
令
し
て
彼
等
は
一
般
に
白
山
貿
易
帥

2
5
0
司
包
耳
)
己
い
は
れ
た
る
自
己

ω所
有
怖
を
以

て
貿
易
仁
従
事
し
た

ωで
ゐ
っ
た
o

こ
の
場
合
に
は
勿
論
何
等

ω運
賃
も
な
い
。

或
は
自
ら
船
舶
を
有
せ
ザ
じ
る
商

人
で
あ
っ
て
も
、
嘗
附
の
貿
易
は
、
主
正
し

τ、
甜
は
ゆ
る
大
量
貨
物
で
ゐ
つ
柁
か
ら
、
運
迭
も
傭
舶
の
方
法
に

て
行
は
れ
、
叩
由
貿
の
如
き
も
傭
舶
料
の
形
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
仰
加
料
の
如
く
、

一
々
各
場
合
に
於
て
そ
の
型
を

同
じ
〈
せ
M
d
n
Q
措
培
法
労
務
に
帆
到
す
る
代
艇
が
、
表
定
運
賃
己
な
b
得
F
る
も
明
か
な
る
所
一
で
あ
る
。

海
運
に
於
て
表
定
運
賃
山
成
立
を
促
進
し
た
る
は
、
産
業
革
命
の
結
川
端
、
工
業
製
品
が
主
要
貨
物
ピ
な
旬
、
そ

の
貿
易
が
多
数
の
商
人
じ
よ

b
t行
は
る
、
に
翌
っ
て
か

ι後
の
こ
ご
で
あ
る
。
郎
も
こ
山
工
業
製
品
貿
易

ω隆

ザ
置
+
品
、

ZZEe-

一
方
に
於
て
は
制
系
的
に
活
動
す
る
漣
迭
組
織
た
る
所
の
定
期
船
事
業
を
成
立
せ
し
め
、
他
方
仁
於
て
は

同
一
航
路
に
於

τ同
一
型

ω運
送
勢
務
に
劃
す
る
多
数
銅
山
知
な
る
需
要
を
惹
起
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
向
上
辿
詮

に
仙
納
漣
詮
ご
佃
貨
迩
詮
ご
の
分
離
を
生
悲
し
め
、
知
数
的
頻
繁
に
委
託
せ
ら
る
、
例
貨
淫
詮
に
劃
し
て
は
、
一
階



運
業
者
も
娘
道
業
者
ご
同
級
に
、
到
底
一
々
そ
の
個
々
の
場
合
に
運
賃
の
取
h
極
め
を
な
す
の
煩
勢
正
経
費
ご
に

耐
え
中
、
寧
λ
表
山
止
迩
貨
を
採
用
す
る
方
が
、
事
務
簡
抜
の
上
よ
り
云
っ
て
も
干
の
利
己
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
、
に
於
て
、
仙
般
市
地
設
に
つ
い
工
は
、
英
吉
利
で
詩
ム
所
の

占
的
悼
の
目
。
『
。
日
U
S
E
E
-河
内
山
氏
。
ロ
が
行
は
る

、
仁
か
、
は
ら
す
、
例
貨
漣
廷
は
定
期
船
業
者

ω手
に
蹄
し
て
後
は
、
市
守
ら

ω
3
S
E
R
E
-号
司
自
白
同
呂
町
ち
表

定
迩
釘
に

τ行
は
品
、
、
}
正
、
な
り
た
凶
で
あ
る
。

表
立
迎
賃
の
放
川
市

き
て
、
表
定
運
は
な
る
も

ωが
一
度
行
は
る
、
こ
ピ
、
な
っ
て
は
、
そ
は
誕
港
業
者
や
迩
法
委
託
者
は
言
ふ
ま

で
も
な
(
、

一
般
の
恥
曾
に
謝
し
て
郁
々
な
る
仰
宜
を
奥
へ
る
o

表
定
迎
貨
は
、
阪
に
述
べ
た
る
が
如

f
、
獅
占

ω下
に
初
め
て
存
在
し
相
官
る
所
で
あ
っ

τ、
そ
し
て
そ
れ
は
請

は
ゆ
る
似
貨
誕
迭
に
到
す
る
代
伺
で
あ
り
、
且
っ
そ
れ
は
、
同
一
楠
類
の
貨
物
の
同
一
柿
類
の
巡
設
仁
濁
し
て

は
、
之
も
阪
に
逃
べ
た
る
が
如
〈
、
均
等
な
る
額
を
以

τ表
示
せ
ら
る
、
も
の
で
ゐ
る
o

従
っ
て
、
こ
の
表
定
運

貨
ef
採
加
す
る
所

ω、
加
叫
主
的
相
出
社
民
政
策
に
よ
h
て
拍
車
請
す
る
蓮
持
品
業
者
は
、
之
を
定
む
る
に
静
岡
h
、
山
地
遂
容
憾

の
辿
貨
負
挺
力
、
的
も
例
へ
ば
貨
物

ω倒
椅
を
考
慮
L
て
之
を
決
定
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
郎
も
、
表
定
運
賃
は
、

か
の
謝
は
ゆ
る
ご
さ

-
E
F。
E
B
n
s
=
z
k
w
の
原
則
仁
よ
っ
て
定
め
ら
る
、
こ
£
、
、
な
る
。

~líW 

巳'1;子

;;'1'>( 

去
一
ん
叫
刻
、
副

弟
二
十
三
谷

(
め
」
ハ
蹴

五

) 

丸

し
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議

表

定

運

賃

諭

第
二
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三
容

(
飢
静
六
悦

五

) 

fι 

こ
の
輪
迭
貨
物
の
債
格
を
運
賃
の
決
定
に
嘗
h
考
慮
に
入
れ
る
正
い
ふ
こ
ご
は
、
自
由
運
賃
の
場
合
に
は
、
賞

定
期
般
事
業
に
ご

h
て
は
、
表
定
運
賃
を
採
用
す
る
こ
己
は
、

そ
の
濁
占
の
下
仁
、
比
較
的
高
き
運
賃
負
携
カ

，
ぞ
れ
相
膳

ω高
き
運
賃
を
謀
し
て
之
を
運
送
し
得
る
の
刺
盆
あ
る
己
共
に
‘
比
較
的
に
蓮

然
あ

h
得
ざ
る
所
で
あ
る
。
郎
も
競
岬
干
の
下
に
定
ま
る
自
由
運
賃
に
於
て
、
仮
仁
或
る
運
送
業
者
が
貨
物
の
債
格

を
考
慮
し
、
そ
の
高
旨
も
の
に
は
多
額
を
・
そ
の
安
き
も
の
に
は
少
額
を
要
求
す
る
ご
す
れ
ば
、
他
の
運
迭
業
者

は
そ
の
裏
を
か
き
て
、
高
き
樹
格
的
貨
物
に
つ
き
彼
が
要
求
す
る
よ
h
僅
に
安
き
漣
貨
に
て
湿
迭
の
巾
出
で
を
な

す
も
の
を
生
宇
る
は
、
競
争
の
自
然
的
締
結
で
あ
る
。
然
る
正
き
は
、
同
慣
格
を
考
慮
し
て
漣
貨
を
定
め
た
る
話
法

業
者
は
、
安
き
運
賃
の
貨
物
を
の
み
蓮
迭
す
る
こ
正
、
な
b
、
彼
が
こ
れ
を
埋
め
合
す
積
b
で
あ
っ
た
高
き
蓮
賃

の
方
の
貨
物
は
、
全
く
鋭
守
者
に
奪
は
れ
、
結
局
運
賃
の
決
定
に
あ
た
り
欄
格
を
考
慮
L
た
る
の
本
来
の
目
的
を

漣
し
得
F
る
に
け
で
は
な
(
、
そ
の
響
楽
も
遂
に
失
敗
に
終
る
こ
己
、
な
る
。
故
仁
、
運
賃
の
決
定
に
蛍
b
貨
物

の
師
岡
格
を
考
慮
す
る
正
い
ふ
こ
ご
は
、
表
定
運
賃
の
行
は
れ
得
る
場
合
に
の
み
可
能
な
る
所
で
あ
る
。

表
定
運
賃
は
右
の
如
く
輪
法
貨
物
の
債
格
を
考
慮
し
、
そ
の
運
賃
負
惰
力
に
膝
じ
て
、
定
的
ら
る
、
華
民
で
あ

つ

τ、
濁
占
の
下
に
の
み
存
在
L
得
る
も
の
で
あ
る
炉
ら
、
品
輯
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、
織
は
埠
に
は
一
般
に
行
は
る

、
所
で
あ
る
が
、
海
濯
に
於
て
は
、
専
ら
定
期
鮒
事
業
に
の
み
行
は
れ
て
、
不
定
期
般
事
業
に
は
行
は
れ
得
ざ
る

所
で
あ
る
。

の
ゐ
る
貨
物
に
謝
し
、



賃
負
携
カ
の
少
き
貨
物
も
亦
、

そ
れ
に
臆
宇
る
所
の
運
賃
に

τ引
受
り
、
ご
れ
ら
が
不
定
期
舶
に
奪
取
せ
ら
る
、

こ
ご
を
見
る
、
の
利
盆
も
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
、
運
賃
負
指
カ
に
陣
地
じ
て
定
め
た
る
表
定
運
賃
の
採
用
ピ
い
ふ
唱
』
己

は
、
凋
占
的
地
位
仁
め
一
る
定
期
航
業
者
を
し

τ、
そ
の
正
き
に
於
り
る
事
情
の
許
す
範
囲
内
に
於

τ、
最
大
可
能

量
の
蓮
迭
を
な
し
、
以
て
そ
の
運
賃
牧
入
を
可
能
的
最
大
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
か

f
の
如
き
は
、
自
由
蓮

貨
の
下
に
替
業
を
な
す
不
定
期
紬
業
者
に
比
べ
て
、
定
期
般
業
者
の
地
位
を
有
利
な
ら
し
む
る
事
例
で
ゐ
る
。
併

し
乍
ら
・
表
定
運
賃
が
、

か
〈
の
如
〈
獅
占
的
運
賃
で
あ
る
の
故
を
以
て
、
定
期
般
業
者
は
調
は
ゆ
る
獅
占
的
暴

利
を
牧
む
る
も
の
で
ゐ
る
ご
見
る
は
早
計
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
回
よ
h
表
定
運
賃
そ
の
も
の
正
は
別
仰
の
問
題

で
、
主
ご
し
て
、
そ
の
湖
占
的
地
位
の
強
弱
に
よ
h
て
定
ま
る
所
で
あ
る
o

定
期
船
業
者
に

z
b
て
表
定
運
賃
の
有
利
な
る
他
の
一
つ
の
事
情
は
、
彼
等
が
同
盟
を
組
織
せ
る
場
合
一
仁
、

そ

の
組
合
員
た
る
彼
等
各
自
が
協
定
運
賃
を
励
行
せ
る
や
否
ゃ
を
、
之
に
よ

b
て
相
互
に
監
替
す
る
の
悦
究
大
な
る

ニ
ピ
で
あ
る
o

飯
に
麗
i
越
べ
た
る
が
如
〈
、
同
一
の
航
路
に
於
て
一
一
つ
以
上
の
定
期
締
業
者
が
傍
業
せ
る
場
合

に
は
、
彼
等
相
互
の
競
争
は
之
を
避
〈
る
こ
正
が
由
来
十
、
且
っ
そ
の
競
争
は
特
定
の
相
手
方
を
も
つ
も
の
で
あ

る
か
ら
戦
闘
的
性
質
を
帯
ぷ
る
に
至

h
、
結
局
、
相
互
の
不
利
盆
に
終
る
危
険
が
あ
る
。
放
に
彼
等
は
遂
に
そ
の

相
互
の
競
守
を
排
除
す
る
た
め
じ
同
盟
を
組
織
す
る
こ
吉
、
な
り
、
蓮
賃
そ
の
他
の
傍
業
保
件
を
協
定
す
る
こ
正

、
な
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
仁
か
〈
の
如
〈
に
し
て
協
定
せ
ら
れ
た
る
運
賃
は
彼
等
加
盟
者
の
総

τに
共

論
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定
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j， 
凶

通

ω運
賃
で
ゐ
る
か
ら
、

そ
は
嘗
然
、

表
定
運
賃
ご
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、

之
に
従
っ
て
唱
』
の
同
盟

ω
加
脱
者
は

脇
田
業
を
な

L
、
之
を
断
れ
い
で
任
忠
仁
荷
主
主
運
賃
の
取
極
め
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
若
し
、

加
盟
者
た
る
一
定

期
船
業
者
が
、

こ
の
表
定
地
貨
を
雌
れ
て
、
荷
主
ご
任
意
の
漣
賃
を
以
て
取
引
を
な
す
こ
己
が
ゐ
る
な

ιば、
ie 

は
ピ

h
も
碇
品
中
協
定
違
反
で
あ
る
o

放
に
衣
定
迎
貨
な
る
も
の
は
旨
之
が
励
行
せ
ら
れ
居
る
や
否
や
を
見
る
こ

正
に
よ
り

τ、
同
闘
の
貨
同
日
が
失
は
れ
盾
ら
-5
る
や
否
や
を
あ
ら
は
す
も
の
で
め
っ
て
、
こ
の
意
味
に
於

τ表
定

日
辿
貨
は
か
、
る
同
却
の
尺
皮
で
あ
る
ピ
言
ム
ζ

ご
が
出
来
る
o

一
中
高
定
辿
貨
が
一
般
荷
主
に
別
ふ
る
所

ω利
鐘
正
し
て
は
旨
そ
の
安
定
ご
い
ふ
こ
吉
、
、

そ
め
均

q
t
い
ふ
-
』
己

ど
か
ら
生
十
る
も
の
が
枕
も
大
き
い
。
表
定
運
賃
は
、
設
に
も
述
べ
た
る
が
如
く
、
自
由
連
質
的
知
く
、
運
送
努

務
に
謝
す
る
そ

ω一
正
当
V
」
き
の
需
要
供
給
の
闘
係
に
よ
り
て
鋭
敏
に
左
右
せ
ら
る
、
も
の
で
は
な
〈
、
従
っ
て
白

山
注
貨
に
比
べ
て
縫
動
す
る
こ
正
の
少
き
も
の
で
あ

b
、
事
ろ
或
期
間
は
縫
兎
せ
ら
る
、
ζ

ご
の
な
き
も
の
で
ゐ

る
o

こ
の
意
味
に
於

τ、
表
定
運
賃
は
安
定
性
を
も
っ
Z
い
は
れ
る
。

か
〈
の
如
〈
、
漣
貨
が
安
定
性
を
も
っ
己

き
は
、
商
品
史
民
主
で
あ
h
，
又
は
民
主
で
あ
る
所
の
荷
主
は
、
そ
の
資
伯
又
は
買
値
の
算
定
に
あ
た
え
謹
は
を

確
定
的
計
算
に
入
れ
、
之
を
基
礎
ご
し
て
取
引
を
な
す
こ
ピ
が
出
来
る
。
自
由
運
賃
の
場
合
の
如
く
、

そ
の
謎
動

頻
繁
な
る
ご
き
は
、
十
見
賀
川
時
見
方
ご
も
確
定
的
計
算
を
立
つ
る
こ
己
が
山
本
市
す
、
従
っ
て
之
に
算
入
す
べ
き
運
賃
を



箪
な
る
見
込
み
に
よ
り
て
計
算
し
股
〈
よ
ふ
り
外
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
運
賃
の
騰
落
仁
よ
h
て
不
慮
の

損
害
を
蒙
る
の
危
険
が
ゐ
る
。
放
に
責
貸
そ
の
も
の

γ

に
は
何
等
的
冒
険
的
叉
は
投
機
的
性
質
を
も
た
な
い
の
で
ゐ

っ

τも
・
自
由
運
賃
の
場
合
に
は
、
閥
単
に
迦
貸
の
不
安
定
ご
い
ム
一
三
E
の
た
め
に
、

そ
の
事
業
が
投
機
的
性
質
を

帯
ぶ
る
こ
正
、
な
る
を
弛
れ
難
い
。
こ
の
粘
に
於

τ、
表
定
運
賃
が
安
定
性
を
も
っ

t
い
ふ
こ
ご
は
、
こ
の
運
賃

に
よ
る
所
の
取
引
を
し

τ、
少
〈
ご
も
一
連
貨
に
闘
す
る
範
国
内
に
於
て
は
、
投
機
的
性
質
を
椴
ぶ
る
こ
ご
を
品
目
れ

し
め
、
事
業
ゆ
健
全
な
る
俊
漣
を
別
〈
る
の
利
盆
が
ゐ
る
ご
い
ふ
ニ
ご
が
出
来
る
。

表
定
運
賃
が
安
定
性
を
も
っ
こ
ご
は
、
右
の
如
〈
、

こ
の
運
賃
に
よ
b
て
取
引
を
な
す
事
業
を
し

τ投
機
的
性

質
を
帯
ぴ
る
こ
己
を
免
れ
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
叉
岡
崎
に
、
相
蛍
永
き
時
期
に
亘
る
所
の
取
引
叉
は

先
物
収
引
の
計
算
を
確
定
的
な
ら
し
め
、
従
っ
て
か
、
る
収
引
を
可
飽
な
ら
し
め
る
も
の
で
ゐ
る
。
尤
も
、
こ
の

鮎
は
安
定
性
の
強
古
に
よ
h
て
回
現
る
所
で
あ
る
か
ら
、
繊
道
仁
よ
る
所
の
取
引
ピ
小
砕
い
述
に
よ
る
取
引
ど
に
よ
h
て

多
少
趣
き
を
異
に
す
る
も
の
で
わ
る
。
掛
川
地
の
場
合
に
於
て
は
、

そ
の
澗
占
は
甚
ザ
ド
強
力
で
ゐ
る
か
ら
、
運
賃
の

安
定
性
も
断
る
大
で
あ
る
が
、
海
運
ゆ
場
合
に
於
て
は
、
度
々
述
べ
た
る
が
如
く
、
山
衣
定
迩
伎
な
る
も
の
は
定
期

加

ωみ
に
つ
い
工
存
し
、
不
定
期
加
に
は
存
せ

F
る
も
の
で
あ
る
ご
共
に
、
そ
の
定
期
舶
の
迩
貨
の
安
定
性
色
、

之
を
維
持
す
る
桃
似
た
る
所
内
獅
占
は
、
鍋
道
的
如
〈
翠
聞
な
る
も
の
で
は
な
〈
、
潜
在
的
競
守
ド
阻
略
さ
れ
て
居

る
の
で
ゐ
る
か
ら
、
従
っ
て
モ
の
漣
貨
の
安
定
性
も
鍬
単
に
比
ぶ
れ
ば
薄
弱
な
る
を
弛
れ
難
い
。
ま
た
、
海
外
貨
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日
割
を
な
す
も
の
も
、

そ
の
商
品
の
性
質
上
不
定
期
般
を
利
用
す
る
も
の
は
、
運
賃
の
安
定
よ
ち
生
す
る
上
越

ω
利

盆
に
治
す
る
こ
ご
を
得
な
い
の
で
ゐ
っ
て
・
た
い

Y

定
期
船
に
よ
b
て
除
法
せ
ら
る
、
所
の
商
品
を
取
扱
ふ
も
の
が

こ
の
刺
盆
に
絡
す
る
こ
ピ
を
得
る
の
で
あ
る
。
而

L
t
不
定
期
船
を
利
用
す
る
も
の
は
、
農
産
物
鎖
産
物
等
を
取

扱
ム
所
の
原
始
産
業
で
ゐ
h
、
定
期
般
を
刺
周
す
る
も
の
は
主
己

L
て
工
業
で
あ
る
。
放
に
工
業
闘
は
農
業
闘
に

比
し
て
、
換
言
す
れ
ば
、
先
進
国
は
後
進
困
に
比
ぺ
て
、
そ
の
海
外
貿
易
上
、
定
期
船
の
表
定
運
賃
の
安
定
牲
に

っ
き
密
接
の
関
係
ゐ
る
も
の
ご
い
ふ
こ
ご
が
出
来
る
。

究
に
貸
率
の
均
等
己
い
ふ
こ
ピ
は
、
同
一
通
路
に
於
り
る
同
じ
桶
類
の
貨
物
の
同
じ
稲
類
の
遅
浩
勢
務
に
つ
い

て
は
、
そ
の
荷
主
の
如
何
を
問
は
宇
同
一
の
運
賃
を
以

τ取
扱
ふ
E
い
ふ
ニ
Z
で
あ
る
。
表
定
運
賃
が
こ
の
意
味

に
於
り
る
均
等
性
を
も
つ
も
の
な
る
は
設
に
述
べ
た
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
運
賃
の
均
等
ご
い
ふ
こ
ご

は
、
小
量
の
貨
物
運
迭
を
委
託
す
る
荷
主
、
却
も
小
荷
主
も
・
大
量
の
貨
物
運
迭
を
委
託
す
る
荷
主
、
却
も
大
荷

主
正
、
同
等
の
取
扱
を
受
〈
る
正
い
ふ
こ

Z
で
あ
る
か
ら
、

手
り
も
な
を
き
争
、
之
は
、
小
荷
主
を
し
て
そ
の
寅

買
競
守
上
、
少
〈
古
も
運
賃
の
鮎
に
於
て
は
大
荷
主
ご
同
等
の
地
位
に
立
た
し
む
る
こ
ど
、
な
る
の
で
あ
る
。
通

常
、
大
量
貨
物
を
取
扱
ひ

E
額
の
取
引
を
な
す
も
の
は
、
小
量
貨
物
を
取
扱
ひ
少
額
の
取
引
を
な
す
も
の
に
比
べ

て
、
競
窃
上
種
々
な
る
貼
に
於

τ使
盆
を
受
〈
る
も
の
で
あ
る
。
放
に
こ
の
駄
を
考
察
す
れ
ば
、
表
定
蓮
賃
ご
い

ふ
も
の
は
、
小
荷
主
を
援
助
し
、
彼
等
の
大
荷
主
に
謝
す
る
競
守
上
の
地
位
を
保
護
す
る
も
の

t
見
る
こ
ぜ
が
出



民
団
昨
日
目
。

S
ロ『

mR.
な
ど
い
ふ
原
則
に
よ
る
こ
さ
な
〈
、

職
港
生
産
曲
賞
を
償
ひ
、

且
つ
他
の
、
例
へ
ば
農
産

来
、
且
つ
大
荷
主
は
少
数
で
あ
る
が
之
に
濁
立
す
る
所
の
小
荷
主
は
多
数
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
勤
に
於

τ、
国
内

の
運
送
例
へ
ば
錨
道
運
送
の
運
賃
が
表
定
運
賃
己
な
っ
て
居
る
こ

t
は
一
般
的
に
商
工
業
者
の
刺
盆
を
擁
護

L
、

を
の
結
果
ま
た
消
費
者
の
利
盆
に
趨
合
す
る
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
』

t
が
出
来
品
。

海
外
貿
易
に
於

τは
、
表
定
運
賃
、
従
っ
て
ま
た
運
賃
の
均
等
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
晶
韓
仁
越
べ
た
る
が
如
〈
、
定

期
般
に
於
て
の
み
存
す
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
利
盆
は
、
主

Z
L
τ
、
製
造
工
業
口
聞
を
取
扱
ふ
小
荷
主
に
閲

す
る
所
で
あ
る
o

大
荷
主
は
、
表
定
運
賃
よ
・
り
も
寧
ろ
自
由
運
賃
の
場
合
の
方
が
有
別
で
あ
る
。
却
も
白
血
運
賃

の
場
合
仁
於
て
は
大
荷
主
は
そ
の
需
要
す
る
所
の
船
腹
が
大
な
る
の
理
由
を
以
て
、
運
賃
取
引
仁
於

τ、
輩
固
な

る
態
度
に
出
づ
る
こ
E
を
得
、
海
運
業
者
の
側
に
於

τも
か
、
る
轍
迭
注
文
を
引
受
〈
る
た
め
に
競
守
を
生
じ
、

そ
の
結
果
、
輸
迭
貨
物
が
エ
業
製
品
た
る
高
舗
の
、
運
賃
負
携
カ
の
高
き
も
の
だ
る
こ
ご
が
閑
却
せ
ら
れ
、
2
4『

r胸骨

物
が
支
梯
ふ
以
上
の
運
賃
な
ら
ば
、
幾
許
の
額
に
て
も
之
を
引
受
り
ん

Z
す
る
も
の
が
生
じ
、
結
局
、
大
荷
主
は

運
賃
取
引
を
自
己
に
有
利
に
噂
〈
こ
ご
を
得
る
の
で
ゐ
る
。
こ
、
に
於

τ、
一
闘
の
工
業
製
品
に
闘
す
る
海
外
貿

日
割
の
畿
展
腿
ぴ
仁
一
脳
内
工
業
の
品
目
謹
上
.
小
荷
主
を
保
護
す
る
こ
己
、
な
る
所
の
表
定
運
賃
言
、
大
荷
主
の
利
盆

ご
す
る
所
の
自
由
漣
賃
ご
い
づ
れ
が
有
利
な
る
か
の
問
題
が
生
す
屯
。

一
国
の
輪
出
貿
易
よ
h
見
て
、
大
量
の
取
引
を
な
す
も
の
は
、
国
際
競
宰
上
有
力
な
る
商
人
で
あ
る
か
ら
、

iJミ
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議

、
る
も
の
が
封
外
運
賃
に
於
て
有
利
の
地
位
に
あ
る
は
、
一
一
営
に
そ
の
商
人
自
ら
の
事
業
に
好
都
合
で
あ
る
ば
か
b

で
は
な
く
、
そ

ω
閥

ω
謝
外
輪
山

ω
畿
反
上
之
を
助
長
す
る
の
関
係
を
生
じ
、
事
ろ
問
主
主

L
い
事
例
で
あ
る
か
の

如
〈
に
考
へ
ら
れ
る
。
之
が
閥
際
貿
易
上
自
由
連
貨
の
方
が
そ
の
俊
述
を
助
〈
る
も
の
で
ゐ
る
正
主
張
せ
ら
る
、

の
級
協
℃
ゐ
る
o

併
し
乍
ら
、

hr
〈
の
如
L
d
犬
荷
主
の
運
賃
上
の
特
典
的
利
盆
は
、
結
局
、

ヲ
ぞ
の
同
聞
の
劃
外
貿
易

を
少
数
の
尚
人
の
手
に
柴
山
巾
せ
し
む
る
こ
ど
、
な
り
、
閣
内
の
貿
易
品
生
産
業
者
等
は
、

ニ
れ
ら
大
資
本
家
の
貿

H
胡
畑
判
卜
川

ω必
カ
下
に
支
配
せ
h

る
、
の
事
態
を
指
〈
で
あ
ら
う
。
そ
の
粕
川
米
は
、
そ
の
闘
の
輪
山
川
貿
易
の
生
産

が
、
輸
出
向
人

ω
仰
人
的
利
害
打
算
に
よ
h
て
指
導
せ
ら
る
、
こ
正
、
な

h
、
聡
山
工
業
的
自
然
的
後
述
傾
向
が

阻
害
せ
ら
れ
憾
位

u
ら
る
、
に
至
る
爆
が
め
る
。
か
く
の
如
、
さ
は
、

一
闘
の
工
業
製
品
が
求
定
運
賃
の

F
に
、
多

敷
山
り
小
貿
易
染
者
も
小
川
棋
の
大
貿
易
業
者
さ
相
諌
ん
で
、
同
等
の
立
場
に
於

t
、
競
争
的
に
輪
出
事
業
に
嘗
h
J
得

る
場
合
に
比
し
て
、
凶
内
工
業

ω陀
盛
ご
い
ふ
鮎
よ
h
見
る
も
、
又
輪
出
貿
易
の
俊
民
ご
い
ふ
鮎
よ
h
見
る
も
、

準
ゐ
不
利
徒
な
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
が
。
輪
出
工
業
内
後
退
は
、
往
々
、
岡
内
向
人
の
廟
る
所
と
な
る

F
る
が

如
き
新
ら
た
な
る
商
品
の
製
品
唱
に
よ
り
て
惹
起
き
る
、
こ
ご
が
あ
る
o

こ
れ
ら
は
製
造
工
業
家
が
自
由
に
ぞ
の
怠

匠
ご
考
案
ご
を
活
用
し
得
る
場
合
に
存
す
る
所
で
あ
っ
て
、
而
し
て
多
数
の
小
貿
易
業
者
が
存
花
す
る
場
合
に
の

み
二
れ
が
一
除
外
へ
の
紹
介
が
容
易
に
行
は
る
¥
肋
で
ゐ
る
o

自
家
の
打
算
的
利
盆
に
よ
b
て
の
み
輪
出
工
業
口
聞
を

指
導
す
る
が
如
吉
、
少
数
大
貿
易
業
者
の
獅
占
的
輪
出
的
場
合
に
は
、
か
、
る
製
品
の
海
外
紹
介
は
寧
ろ
閃
却
せ



ら
れ
腿
迫
せ
ら
る
、
の
傾
が
ゐ
る
。
殊
に
一
凶

ω輪
出
の
総
量
を
大
な
ら

L
む
る
劫
よ
b
一
冨
へ
ば
、

貿
易
が
少
数

者
り
手
中
に
集
中
せ
ら
己
、
場
合
千
り
も
、

多
数
者
に
よ
h
て
競
争
的
に
行
は
品
、
場
合
に
於
て
之
を
望
み
易

ぃ
。
故
に
工
業
製
品
り
が
外
輸
出
に
於
り
る
畿
民
仁
つ
い

τ降、
自
由
運
賃
よ
h
も
永
定
運
賃

ω一
方
が
や
は
b
有

す

一
般
物
価
恨
の
騰
貨
が
貸
率
表
制
度
に
お
響
を
及
ぼ
す
』
』
ご
は
甚
だ
緩
漫
で
ゐ
る
か
ら
、

一
般
市
場
は
之
に
よ

利
で
あ
る
正
一
一
員
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
は
表
定
運
賃
が
一
連
迭
業
者
及
び
荷
主
に
拠
ふ
る
所
の
利
盆
、
従
っ
て
又
彼
等
を
通
じ
て
一
般
枇
曾
仁
奥
ふ

る
利
盆
の
主
要
な
る
貼
で
あ
る
。
こ
の
外
、
或
は
、
求
定
運
賃
一
は
極
端
な
る
投
機
宇
戒
め
て
恐
慌
を
未
然
仁
防
「

の
作
用
を
な
し
、
又
物
倒
下
落
の
際
仁
も
、
企
業
者
に
謝
し
て
奮
闘
間
格
を
維
持
主
張
せ
し
む
る
の
利
徒
が
あ
る
、

ご
い
ム
山
学
者
が

b
る
o

的
も
ギ

1
ぜ
は
言
c
A

、
「
貸
率
表
は
或
関
係
に
於
て
は
門
前
日
仰
の
U

倒
椅
湖
蜂
の
作
川
を
な

h
τ
投
機
が
極
端
に
走
ら
ざ
る
以
前
に
響
戒
を
受
り
、
な
か
ん
づ
く
、
海
運
業
者
は
彼
等
の
船
山
間
帯
嬰
の
過
度
な

る
増
大
に
よ

h
て
容
易
に
川
心
を
す
る
こ
立
、
な
る

Q

か
〈
て
恐
怖
が
ぞ
の
勢
を
財
〈
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
事
業

旧押不
M
d
抵
の
場
合
に
も
、
貨
準
求
〔
制
皮
〕
に
於
ー
は
運
賃
の
下
落
は
甚
だ
緩
漫
で
あ
る
か
ら
、
門
前
の
場
合
正
川
向

成
の
附
係
に
於
て
作
用
士
ぱ
起
す
。
経
憐
川
介
の
不
法
試
に
よ
h

リ
て
生
A
Y
る
運
賃
の
下
落
が
、
質
十
年
表
制
度
の
上
に

を
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
己
内
甚
だ
漣
々
た
る
の
一
中
貨
は
、
景
気
沈
滞
に
向
ム
場
合
ー
ー
か
、
る
場
合
に
は
〔
手
持

五曲

#占

表

定

叩

曲

賃

繭
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(
第
六
都

大

O
)

第
二
十
三
巻

九
四

O

前

議

表

定

謡

質

論

商
品
の
〕
債
格
の
維
持
己
い
ふ
こ
正
は
、

一
つ
の
企
業
に
ご
っ
て
は
佐
々
ヲ
七
の
生
命
問
題
で
あ
る
が
ー
ー
そ
の
場

合
に
於
て
き
へ
之
に
よ
っ
て
〔
賃
率
仁
は
麓
夏
な
き
こ
ぎ
管
理
由

t
L
て〕、

一
定
の
期
間
相
賞
の
債
格
を
主
張
せ

し
む
る
こ
正
を
可
能
な
ら
し
め
る
o」

こ
の
景
気
通
勤
の
場
合
仁
於
け
る
表
定
運
賃
の
作
用
に
つ
い
て
は
、
明
払
は
寧
ろ
右
E
「
民
劃
の
意
見
を
も
っ
。
何

等
か
の
事
情
に
よ
b
J
て
一
般
貨
物
に
謝
す
る
寅
需
要
(
消
費
者
需
要
)
が
漸
増
的
傾
向
を
ご
る
こ
芭
、
な
h
、
従
つ

τ
一
般
物
僚
が
騰
貴
す
る
こ
古
、
な
っ

τ、
ニ
、
に
商
業
的
の
好
最
気
が
生
守
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
商

人
及
び
生
産
者
が
市
場
仁
於
り
る
貸
需
要
(
消
農
者
需
要
)
に
謝
す
る
観
測
を
諜
b
、
投
機
的
生
産
ご
投
機
的
取
引

子
伊
』
生
じ
、

そ
の
極
、
賞
需
要
(
消
費
者
需
要
)
古
仮
装
需
要
(
商
人
需
要
)
正
の
懸
隔
が
曝
露
す
る
に
至
っ
て
、
調

は
ゆ
る
恐
抽
出
が
生
宇
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
仁
、
若
し
も
運
賃
が
こ
の
恐
怯
を
多
少
た

h
t
も
抑
ゆ
る
作
用

を
な
す
も
の

t
す
れ
ば
、

そ
れ
は
商
品
の
市
債
の
勝
賞
に
つ
一
れ
て
鋭
敏
に
運
賃
も
騰
貴
す
る
の
で
な
り
れ
ば
な
ら

ぬ
。
而
も
恐
憶
を
抑
ゆ
る
に
つ

ν
て
は
、
運
賃
の
騰
貨
は
市
債
の
騰
貴
以
上
の
比
例
を
以

τ進
む
こ
Z
を
必
要
吉

す
る
o

之
に
よ
h
て
投
機
的
取
引
を
抑
へ
投
機
的
生
産
を
困
難
な
ら
し
め
て
こ
そ
、
恐
慢
を
未
然
に
防
「
こ
己
が

出
来
、
或
は
縦
ひ
之
を
防
「
こ
ご
が
出
来
十
ご
も
、
そ
の
程
度
を
甚
だ
し
か
ら
し
む
こ
ご
を
止
む
る
の
作
用
を
な

一
般
市
舗
が
騰
貴
す
る
に
拘
は
ら
宇
、
運
賃
の
み
が
依
然
低
廉
の
妹
態
に
ゐ
る
な
ら
ば
、
般

L
得
る
の
で
ゐ
る
。

装
魯
要
(
商
人
需
要
)
が
徒
ら
に
培
昂
す
る
の
勢
を
助
付
、
経
済
界
を
し
て
恐
憾
の
危
機
に
落
も
行
〈
こ
ご
を
促
進

Gi田町 DasScefrachttarifwesen， S. 101・1) 



こ
そ
す
れ
、
之
を
防
止
す
る
な
ど
の
作
用
は
あ
b
得
な
い
。
故
に
私
の
見
る
所
に
於
て
は
、
運
賃
に
し
て
、
般
に

も
、
市
場
が
好
景
気
よ
り
恐
憧
に
陥
る
を
防
?
の
作
用
あ
る
も
の
ご
す
れ
ば
、
そ
は
寧
ろ
自
由
運
賃
で
ゐ
っ
て
、

表
定
運
賃
で
は
な
い
。

恐
慢
が
自
ら
抑
止
せ
ら
れ
、
又
は
緩
和
せ
ら
る
、
ご
考
ふ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
乍
ら
、

一
般
的
に
観
察
す

或
は
ギ

1
ぜ
な
ど
の
見
る
所
は
、
好
景
気
の
一
般
市
舗
騰
貨
の
場
合
に
、
表
定
運
賃
が
依
然
騰
貴
せ
5
る
扶
態

に
止
ま
b
居
る
ご
き
は
、
ぞ
れ
が
一
般
市
舗
に
つ
れ

τ騰
貴
す
る
場
合
に
比
し
、
仮
装
需
要
(
商
人
需
要
)
を
増
昂

し
、
貨
物
の
運
送

ω量
を
増
加
す
る
が
故
仁
、
こ
の
貨
物
移
動
の
異
常
な
る
増
加
が
・
商
人
及
び
生
産
者
の
認
む

る
所
ご
な
b
、
之
に
よ
b
て
彼
等
自
ら
が
.
そ
の
投
機
的
取
引
又
は
投
機
的
生
産
を
戒
h
u

に
至
b
、
之
に
よ
b
て

れ
ば
、
商
人
又
は
生
産
品
調
は
、
好
景
気
、
物
償
騰
貴
の
際
に
は
、
市
場
表
面
の
形
勢
に
よ
・
り
て
も
又
自
己
の
都
合

に
よ

b
て
も
、
人
情
の
弱
貼
正
し

τ.
之
金
有
利
に
解
稗
し
、
寧
ろ
不
知
不
識
の
裡
仁
恐
憶
の
勢
を
暗
躍
め
易
き
も

の
で
あ
っ
て
、
貨
物
移
瑚
の
増
加
が
異
常
な
る
を
見
逃

L
易
〈
、
従
つ

τ
か
、
品
事
質
に
よ

bτ
自
ら
戒
む
る
が

加
害
ニ
己
は
、
殆
ど
ゐ
b
得
べ
か
ら
ぎ
る
所
で
め
る
。
若
し
果
し
て
、
運
賃
の
据
置
き
に
よ
・
り
て
助
長
せ
ら
る
、

貨
物
移
動
の
増
加
を
認
め

τ、
服
装
需
要
(
商
人
需
要
)
が
不
鴬
に
墳
大
せ
阜
の
危
険
を
覧
る
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
か
、
る
傾
向
を
表
示
す
る
も
の
は
狗
り
貨
物
移
動
仁
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
資
金
の
需
要
、
卸
も
貸
附
割

引
の
増
田
却
の
如
き
も
、

そ
の
最
も
甚
し
き
楳
徴
で
あ
る
。
故
に
、
こ
れ
ら
穏
々
な
る
仮
装
需
要
(
商
人
需
要
)
の
不

諭

議

表

定

器

質

論

停
ニ
十
三
魯

(
第
六
枕

式

) 

丸
岡



の
引
下
げ
を
な
さ
い
V

ら
ん
正
欲
し
て
も
、

是
の
賀
川
倒
に
於
て
買
取
る
需
要
者
が
な
り
れ
ば
・

や
は
h
之
を
引
下
〈

五百旨

議

表
一
ん
川
品
質
論

第
二
十
三
容

(
荊
六
抽
出

，、

) 

'L 回

嘗
な
る
増
大
を
示
す
も
の
に
よ
h
て
自
ら
戒
U
ぺ
き
の
材
料
が
あ
る
に
拘
は
ら
歩
、
向
は
恐
憧
正
い
ム
事
賓
の
古
都

る
よ
・
り
見
れ
ば
、
商
人
見
ぴ
生
産
者

ω如
〈
そ
の
局
に
居
る
も
の
に
ご

h
て
は
、
幾
多
の
楳
徴
も
楳
徴
た
る
の
質

を
ゐ
ら
は
し
得
な
い
も

ωご
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
表
定
運
賃
が
騰
貴
せ
?
に
鋸
偉
hr
る
、
こ
ピ
を
以

τ恐
抽
出
を
抑

ゆ
る
作
用
ゐ
る
が
如
〈
に
見
る
も
の
は
、
貸
附
や
剖
引
の
利
率
を
引
上
げ
や
，
に
据
置
く
こ
ピ
を
以
工
恐
怯
を
抑
ゆ

る
作
用
ゐ
る
も
の
正
見
る
正
同
じ
見
解
で
あ
ら
う
o

次
に
経
臨
岡
田
介
が
不
景
気
に
向
ふ
場
合
に
、
表
定
運
賃
が
市
倒
の
下
落
正
歩
調
を
同
じ
く
せ
す
、
依
然
据
置
か
る

、
こ
己
は
.
企
業
家
に
制
劃
し
て
、

そ
の
取
扱
ふ
貨
物
の
偲
格
台
引
下
げ
す
に
据
泣
〈
の
理
由
ご
な
り
、
不
景
気
に

よ
る
打
撃
を
削
明
滅
す
る
の
作
用
ゐ
る
ご
見
る
の
論
に
も
賛
成
し
難
レ
。
何
ど
な
れ
ば
、
不
長
然
、
」
な
h
士
市
場
制

格
の
下
落
す
る
は
、

一
般
枇
命
闘
の
購
買
力
の
減
少
、
榊
封
附
耐
市
古
(
消
費
者
需
要

)ω
衰
退
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

い
づ
れ
も
迩
貨
の
侃
泣
き
に
よ
h
工
防
止
し
得
る
も
の
で
は
な
〈
、
叉
縦
ひ
迩
貨
の
侃
置
き
を
口
貸
己
し
て
商
慣

る
の
外
は
な
レ
か
ら
で
あ
一
る
。
私
は
ニ
の
貼
に
闘

L
て
も
、
寧
ろ
一
般
市
倒
の
下
落
ご
伴
っ
て
鋭
敏
に
下
落
す
る

所
の
自
由
迩
貸

ω方
が
然
ら
4
3
b
表
定
運
賃
よ
り
も
、
不
民
一
織
の
打
撃
を
粧
か
ら
し
h
u

る
も
の

Z
忠
ふ
υ

運
貨
の

下
落
が
貨
物
倒
格
の
下
落
ピ
相
合
L
て
、
士
良
債
を
低
落
せ
し
む
る
な
ら
ば
、
賞
需
要
(
消
技
者
需
要
)
を
喚
起
し
、

戒
は
之
を
喚
起
せ
宇
ご
も
、
少
〈
ご
も
そ
の
減
迭
を
緩
和
す
る
の
作
用
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



四

表
定
運
賃
の
原
則

1
1‘
E
t
L
、

t
t
・H
語
Tμ

調
は
ゆ
る
白
山
紛
争

ω下
に
於
け
る
運
賃
で
あ
る
か

b
、
運
送
労
務
的
提
供

ω場
合
に
於
け
る

そ
の
一
々
の
一
中
山
梨
供
給
の
闘
係
に
よ

b
て
定
ま
る
も
り
で
あ
っ
て
、
も
ご
よ

b
な
経
済
的
刷
新
よ

b
傍
利
主
義
に

よ
り
て
支
配
せ
ら
る
、
も
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
、
表
定
運
賃
は
、
濁
占
朕
践
の
下
に
於
け
る
運
賃
で
あ
る
川
ら
、

そ
内
狗
山
が
必
口
利
主
義
に
よ
る
事
業
遂
行
上

ω要
件
ピ

L
て
生
じ
た
る
場
合
、
郎
L
，
曲
常
利
潤
占
の
場
合
に
は
、
帥
皆
目

利
即
位
掛
川
り
原
則
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
け
れ
H

と
も
、

そ
れ
が
日
公
盆
上
の
理
由
に
よ
!
り
て
生
じ
た
る
場

合
、
印
も
日
公
(
他
湖
上
川
の
場
合
仁
は
、
会
。
研
純
情
の
瓜
則
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
れ
る
。
而

L
て
事
業
の
主
慨
は
放
経

一
情
的
企
業
で
ゐ
っ
て
も
、
之
に
、
公
盆
上

ω理
山
に
よ

h
て
蓮
港
事
業

ω獅
占
が
、
岡
山
輩
。
[
〈
は
地
方
自
治
組

に
よ
ム
リ
水
認
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
は
、

そ
の
求
定
運
賃

ω決
定
は
や
は
。
笹
利
桜
済
の
原
則
に
よ
り
て
支
配
せ
ら

れ
る
り
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
公
徒
経
踏
の
原
則
の
時
外
に
出
づ
る
こ
ご
は
許
さ
れ
な
い
も

ω
で
あ
る
o

今
.
之
を
州
一
市
的
に
説
明
す
れ
ば
、

不
定
期
仙
の
運
賃
は
、

自
由
競
守
的
下
に
於
け
る
航
胞
の
尚
一
些
供
給
の
闘

係
に
よ
ち
て
山
止
ま
る
白
山
運
賃
で
ゐ
っ
て
、
運
送
労
務
供
給
者
の
側
に
於
て
は
全
〈
倍
利
主
義
じ
よ

h
t
決
定
す

る
も
の
で
あ
る
o

然
る
に
儲
滋
の
運
賃
は
、
そ
の
事
業
が
獅
占
の
下
に
あ
る
に
よ

h
、
表
定
日
辿
岱
記
し
て
形
成
せ

ら
れ
る
o

そ
し
て
困
有
餓
追
の
場
合
に
於
て
は
、
同
民
総
携
の
溌
達
、
一
肱
曾
生
活
の
進
歩
を
目
標
す
る
所
の
経
済

品市

j(~ 

去
一
ん
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賃
論

第
二
十
三
容

(
第
六
枕
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的
政
策
並
び
に
枇
曾
政
策
に
よ
ち

τ、
郎
も
『
公
盆
経
済
の
原
則
に
よ
h
て
、
そ
の
運
賃
が
決
定
せ
ら
れ
る
。
こ
の

場
合
に
ゐ
h
て
は
、
表
定
運
賃
は
岡
民
経
済
政
策
の
一
つ
の
表
現
で
あ
る
ご
も
言
ひ
得
る
も
の
で
あ
る
o

ま
た
私

有
鎚
道
の
場
合
に
於

τも、
そ
の
運
賃
は
之
を
経
替
す
る
曾
枇
の
晶
画
利
方
針
に
よ
り

τ定
め
ら
る
、
の
で
あ
る
け

上
重
大
な
る
地
位
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

い
づ
れ
の
闘
に
於
て
も
、
そ
の
国
内
の
運
送
に
叫
到
し
て
有
す
る

れ
ど
も
、
繊
道
事
業
は
幽
民
り
生
活
己
甚
だ
密
接
な
る
閥
係
を
有
す
る
も
の
で
ゐ
h
、
従
っ
て
叉
国
民
経
済
政
策

所
の
貨
卒
去
機

(
d
t
p
o『
向
山
門
)
の
作
用
に
よ
h
J
、
必
要
ご
認
む
る
場
合
に
は
之
に
閥
奥
す
る
こ
正
、
な
っ
て
居
る
。

岡
家
が
岡
内
の
迩
貨
に
つ
き
屑
出
を
要
求
L
叉
は
認
可
を
僚
件
正
す
る
は
是
で
あ
る
。
故
に
か
、
る
場
合
に
は
、

脇
田
利
の
原
則
は
会
盆
の
原
則
に
抵
胸
せ
古
る
範
囲
に
於

τの
み
表
定
運
賃
を
支
配
す
る
も
の
ご
い
ふ
-
}
ご
が
出
来

る。
然
る
に
海
運

ω運
賃
仁

τも
、
閥
際
的
航
路
に
於
り
る
定
期
船

ω蓮
貨
は
、
今
日
、
殆
Y
」
総
て
の
航
路
に
存
在

す
る
所
の
海
運
同
胞
郎
も
コ

Y

7
ア
レ
ン
ユ
の
凋
占
の
下
に
表
定
運
賃
ご
な
っ
て
居
る
の
で
ゐ
る
が
、
併
し
こ
の

獅
占
は
、
鋪
道
の
場
合
じ
於
け
る
ご
異
b
、

一
闘
が
そ
の
自
闘
の
図
民
経
済
上
の
立
場
よ
h
、
会
議
上
の
現
由
を

以

τ許
奥
し
た
る
濁
占
で
も
な
〈
、
叉
蛍
該
航
路
仁
閥
係
を
も
っ
所
の
数
ケ
闘
が
協
議
の
上
、
岡
慌
に
公
盆
上
の

観
馳
よ
ち
許
奥
L
た
る
獅
占
で
も
な
い
。

そ
れ
は
全
〈
、
こ
の
海
運
同
盟
な
る
も
の
を
組
織
す
る
所
の
各
定
期
般

曾
枇
が
、

そ
の
傍
利
事
業
の
途
行
上
の
理
由
に
出
づ
る
も
の
で
‘
印
ち
彼
等
が
相
互
に
競
争
し
て
居
つ
て
は
、
結



局
相
互
の
損
失
を
加
重
す
る
に
止
ま

b
、
到
底
そ
の
い
づ
れ
の
も
の
も
利
盆
を
皐
「
る
ニ
己
が
出
家
守
、
従
て
事

業
の
健
全
な
る
畿
遣
を
期
L
得
な
い
が
た
め
に
、
彼
等
相
互
の
妥
協
に
よ
b
て
成
立
L
維
持
せ
ら
る
、
調
占
で
あ

る
。
全
然
・
姐
官
利
経
済
の
原
則
よ
り
生
じ
た
る
競
需
自
制
ゆ
結
果
Z
し
て
の
濁
占
E
あ
る
。
放
に
こ
の
場
合
に
於

け
る
運
賃
は
、
表
定
運
賃
己
な
っ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
之
を
支
配
す
る
所
の
原
則
が
、
替
利
経
済

ω原
則
た
る
鮎

に
於
て
は
、
自
由
運
賃
ご
異
る
所
な
〈
、

た
い
そ
が
獅
占
主
義
に
準
協
す
る
駄
に
於
て
異
る
の
で
あ
る
。

繊
道
の
蓮
賃
正
定
期
般
の
運
賃
£
は
共
に
表
定
運
貰
で
は
あ
る
が
、
右
の
如
〈
、
そ
の
成
立
の
基
礎
た
る
所
の

獅
占
の
性
質
を
回
調
に
す
る
が
た
め
、
之
を
支
配
す
る
原
則
が
前
者
に
ゐ
つ
て
は
或
は
純
然
た
る
目
白
盆
主
義
で
あ
b

叉
或
は
目
白
盆
主
義
の
湾
内
に
許
さ
る
、
一
営
利
主
義
で
あ
h
、
後
者
に
あ
h
て
は
殆
ど
金
C
営
利
主
義
で
あ
る
の
差

異
が
ゐ
る
。
而
し
て
、

か
〈
の
如
き
差
異
を
生
じ
た
る
所
の
根
本
理
由
は
、
賞
に
海
洋
の
自
向
性
に
ゐ
る
。
陸
上

は
、
国
家
の
領
域
に
嵐
す
る
が
故
に
、
そ
の
上
に
行
は
る
、
所
の
織
道
事
業
は
嘗
該
同
家
の
貸
率
主
権
に
服
す
る

こ
正
、
な
b
、
従
っ
て
そ
の
表
定
運
賃
は
直
接
に
叉
は
間
後
に
公
盆
経
済
の
主
義
に
支
阻
せ
ら
れ
る
。
然
る
仁
、

海
洋
に
は
い
づ
れ
の
岡
家
の
権
力
も
及
ぶ
こ
ご
が
出
来
・
T
.
そ
こ
に
は
賃
率
主
権
な
る
も
の
が
存
在
を
許
き
れ
な

ぃ
。
そ
の
結
果
ご
し

τ、
そ
こ
に
は
、
各
崎
営
業
者
の
営
利
主
義
が
残
る

rけ
で
あ
る
。
然
る
に
、
こ
の
こ
ど
は
叉

岡
崎
に
、
鈍
道
り
表
定
運
賃
は
岡
民
経
済
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
定
期
般
の
表
定
運
賃
は
園
際
経
済
的
性
質

論

議

表

定

運

賃

論
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の
も
の
で
あ
る
正
い
ふ
差
異
伝
生
や
し
め
る
。
却
も
織
道

ω表
定
運
賃
は
、
鴬
該
国
家
の
経
済
政
策
に
よ

h
て
左

右
せ
ら
れ
得
る
が
、
定
期
舶
の
表
定
運
賃
は
い
づ
れ
の
岡
家
の
経
済
政
策
に
よ
b
て
も
左
右
ぜ
ら
れ
縫
い
も
の
で

あ
る
。勿

論
、
鎚
道
に
も
、
岡
際
峨
道
正
一
桝
せ
ら
毛
、
も
の
が
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
単
に
数
ゲ
図
を
貫
通
し
て
居
る
古
い

ふ
技
術
上
の
意
山
県
に
於
り
る
凶
際
鍬
道
で
あ
っ
て
、
そ
の
運
賃
が
岡
際
経
済
の
原
則
に
よ
っ

τ定
ま
る
ご
い
ふ
意

味
に
於
り
る
捌
際
鍋
滋
で
は
な
い
v
o
技
術
的
仁
は
数
ヶ
闘
を
貫
通
し
て
居
る
り
れ
ど
も
、
そ
の
蓮
貨
は
各
闘
が
そ

れ
ぞ
れ
自
国
繊
道
に
一
般
的
に
採
用
せ
る
方
針
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る

ωで
ゐ
る
。
故
に
繊
道
の
表
定
運
賃
な
る

も
の
は
、

一
般
に
蛍
該
国
家
の
国
民
経
済
上
山
諸
一
帯
情
に
よ
b
て
色
彩
付
け
ら
れ
、
従
っ
て
各
図
停
に
、
そ
れ
ぞ

れ
特
色
を
帯
ぷ
る
も
の
で
あ
る
G

ま
た
、
定
期
舶
の
迩
負
は
・
同
際
経
済
上
の
性
質
を
帯
び
、
勝
目
利
主
義
に
よ
ち
て
定
め
ら
る
、
も
の
で
は
あ
る

風
国
家
を
異
に
す
る
所
の
、
少
〈
芭
も
一
一
つ
以
上
の
曾
枇
の
妥
協
に
よ
-
り
て
定
ま
る
も
の
で
、

Z
き
ご
し
て
は
‘

が
、
併
し
こ
れ
に
あ
っ
て
も
、
或
闘
が
一
件
迷
政
策
上
又
は
貿
易
政
策
上
の
理
由
に
よ
ち
、
航
路
補
助
金
を
支
給
す

る
の
反
封
位
陣
件
ご
し
て
、
自
国
所
魁
曾
枇
に
謝
し
そ
の
運
筑
的
決
定
崎
製
粟
仁
子
奥
す
る
ニ
ご
が
あ
る
o

故
に
司
、
の

場
合
に
於

τは
、
国
路
定
期
舶
の
表
定
運
賃
に
も
公
盆
経
済
主
義
が
干
典

L
、
図
民
経
済
的
性
質
を
柿
ぷ
号
、
ぜ

も
な
い
で
は
な
い
o

併
し
、
前
に
も
過
ぺ
た
る
が
如
〈
、
同
際
航
路
に
於
け
る
定
期
舶
の
運
賃
は
、
各
t
そ
の
所



が
白
幽
所
-
崩
曾
祉
を
混
じ
て
、
自
国

ω利
盆
の
た
め
仁
、

一
定
の
運
賃
政
策
を
質
行
せ
し
め
ん

Z
L
τ
も、

そ
れ

か
、
る
蓮
貨
決
定
の
協
議
に
興
る
曾
枇
は
、
岡
籍
を
異
仁
す
る
所
の
十
数
枇
に
上
る
こ
己
も
あ
る
。
故
に
或
一
一
鴎

は
、
そ

ω岡
山
採
り
公
盆
上
の
方
針
が
恰
も
比
等
各
曾
枇

ω信
利
上
の
方
針
に
合
致
す
る
範
囲
内
又
は
低
綱
せ
ざ
る

範
凶
内
に
於

τの
み
資
制
惜
し
得
る
所
で
あ
る
。
帥
も
こ

ω場
合
に
は
特
定
国
家
の
会
盆
主
一
義
が
・

一
般
曾
一
凪
の
倍

利
主
義

ω博
内
に
於

τの
み
放
力
を
現
は
し
得
る
の
で
ゐ
品
。
併
し
又
・
そ
の
国
家
が
自
国
訓
嵐
曾
剰
に
補
助
を

拠
ふ
る
の
結
巣
、
そ
の
曾
此
が
蛍
該
航
路
の
営
業
に
於
て
頗
る
有
力
な
る
地
位
を
占
h
u

る
に
至
b
、
而

Lτ
叉
同

盟
内
に
於
て
も
指
説
的
地
位
を
占
む
る
仁
至
れ
ば
‘
自
然
、
仙
の
加
間
合
一
祉
は
品
、
の
曾
一
祉
の
運
賃
政
策
に
追
随
せ

e
さ
る
を
得
Z
ゐ
こ
正
、
な
り
、
従
っ
て
其
闘

ω闘
民
経
済
上
の
政
策
が
闘
際
航
路
仁
於
け
る
定
期
船
運
賃
を
左
右

す
る
に
至
る
ニ
さ
も
可
能
で
あ
る
Q

併
[
乍
ら

か
く
の
如
き
数
回
市
を
現
は
す
が
た
め
に
は
、

海
運
同
盟
内
に
於

τ
一
曾
刷
が
他
山
大
多
数
の
曾
枇
に
帆
到
し
て
総
射
的
有
力
の
地
位
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
賛

カ
の
勅
よ
b
見

τも
そ
の
絞
倍
能
力
の
馳
よ
り
見

τも、
剣
庇
容
易
に
賀
現
し
得
る
所
で
は
な
い
o

放
に
、
国
際

的
航
路
に
於
け
る
定
期
船

ω蓮
貨
は
、
一
帯
質
上
に
於
て
は
、
附
官
利
主
義
に
支
配
せ
ら
る
、
一
加
の
閥
際
経
済
的
性
質

の
も
の
で
、
大
腿
に
於

τ、
一
岡
家
の
一
公
盆
主
義
よ
り
も
又
を
の
闘
民
経
済
政
策
よ
ム
ツ
も
近
雌
し
た
る
も

ωで
あ

る
o 
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